
木になるリニューアル「東急池上線戸越銀座駅舎」 
～90年ぶりの木造駅舎リノベーションの新たな取組と挑戦～ 

東京急行電鉄㈱ 鉄道事業本部 工務部 施設課   
杉山 圭大 



□木造上家建替工事について 

 

□地域連携・地域貢献施策について 

 

□東急池上線全体での取組み 



□木造上家建替工事について 



区営駐輪場 

下りホーム 

上りホーム 

駅務室 

駅務室 

敷地境界線 

蒲田方 五反田方 

②旅客便所建替（木造）    
         +バリアフリー化 

既存上家架設範囲 
43.9m (2.3両） 

上家延伸範囲 
11.2m (0.7両) 

既存上家架設範囲 
48.3m (2.3両） 

上家延伸範囲 
12.2m(0.7両) 

①上家建替（木造） 
   +100%上家設置 

117台 

③駅舎内外装改修（木） 

戸越銀座駅 木を活用した駅リニューアル 
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○シザーストラス構造の採用 

木造上家の建替えについて 









 



 



 





 地域連携 

         ・地域貢献施策について 



池上線戸越銀座駅「木になるリニューアル」とは・・・ 

開業から88年が経過し老朽化した木造駅施設リニューアルの 
価値最大化を図るために実施しているプロジェクト。 

駅リニューアルに向けて注力したポイント(3つの”キ”) 

木材活用による環境負荷低減・記憶の継承 

地域連携による記憶・共感の創造 

気になる工事情報発信による認知度向上 

＞「駅とまちとの新しい関係（みんなの駅）」をつくる！ 

キーワード：愛着、社会貢献、多世代交流、地域交流 



廃材の活用による記憶の継承 

開業以来88年の歴史を紡いできたホーム上家の廃木材を 
再利用し、新たな駅や地域に還元（駅舎への再利用、ﾉﾍﾞﾙﾃｨ） 

木材活用による環境負荷低減・記憶の継承 



気になる工事情報発信による認知度向上 

工事目線ではなく、お客さま目線での気になるポジティブな 
情報発信を実施。（工事のジブンゴト化、工事を開く） 

マインド 
チェンジ 

親しみやすいプロジェクト名称をつけ、お客さまの関心を得る 

従来イメージ 今回 



地域連携による記憶・共感の創造 

地域の方々に駅リニューアルに携わって頂くことで、駅での思
い出を創造すると共に、駅への愛着を醸成（想いを編み込む） 

「多摩の森とつながるツアー」原産地見学の開催  

地域のお客さまやリニューアル工事に関心をお持ちのお客さま
を対象に、駅に使用する木材のある多摩の山林見学や、木材が
加工される流れの見学の他、植林体験や伐採見学など林業交流、
地域間交流を実現。 



「想いが実になる木メモリアルボード」  

想いが実になる木で集まったメッセージを旧駅の木材を再利用
したボードに写し替え、駅構内に保存。 

地域連携による記憶・共感の創造 



地域連携による記憶・共感の創造 

竣工イベントの実施 



旗の台駅「木になるリニューアル」   池上駅「池上開発計画」  

  

□東急池上線全体での取組み 







東急電鉄はこれからも 

 

地域とともに歩み続けます 


